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大阪富国生命ビル　清水建設

　都市再生特別地区制度の活用における本プロジェクトの特
徴は、地下街ネットワークの活性化や防災拠点としてのアトリウ
ム「フコク生命（いのち）の森」の創設、賑わい・教育・文化・芸
術振興を目的とする関西3大学（大阪大学・京都造形芸術大
学・学校法人立命館）との産学連携施設創設のほか、国際的
に開かれたデザイナー選定プロセスによるフランス人建築家ド
ミニク・ペロー氏の選定などにより構成される。
　形態上の大きな特徴である末広がりな低層部は、外壁ライン
を近隣の建物に揃えるなど、周辺環境の地形に共鳴し、動きを
持ちながらも周囲と調和している。この建物のシルエットは森林
の大樹の形態に相似しており地面に近付くにつれて、樹皮のよ
うに大きな鱗状の彫刻を施した様相を示し、いくつもの鏡が、
空や周辺環境のさまざまな色をファサードに取り込むために象
眼され、頂部よりも足元を強調している。人が触れ合う場所、低
層部に建物の存在感、魅力、ランドマークとしての特質を持って
くることは、ジェネラルまたはヒューマンな考え方である。
　末広がりな低層部は、内部にアトリウムを包含する。この自
然光で満たされる内部空間は、地下街、地下鉄、地上のロビー、
周囲の店舗、低層部の大学などを行き交う人びとの広場とな
る。このアトリウムには、フォレストウォールと呼ぶ垂直な自然
の要素を挿入した。これは見る角度や距離によって見え方が
違ったり、太陽光の変化によって多様な表情を持つ。

撮影：古明地賢一

所 在 地：大阪市北区小松原町2-4
用　　途：事務所・商業施設・学校
構造規模：S造（一部SRC造）
 地下4階・地上28階
敷地面積：3,889.06㎡
延床面積：68,491.19㎡

■建物データ
建 築 主：富国生命保険相互会社
設　　計：清水建設株式会社
デザインアーキテクト：ドミニク・ペロー・
 　　　　アーキテクチュール
施　　工：清水建設株式会社



　

昨
年
二
〇
一
一
年
六
月
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
村

野
藤
吾
︵
一
八
九
一
～
一
九
八
四
年
︶
の
戦
前
の

代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
﹁
宇
部
市
民
館
︵
現
・

宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館
︶﹂︵
一
九
三
七
年
︶
を

初
め
て
訪
ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。
私
の
所
属
す
る

美
術
工
芸
資
料
館
で
予
定
さ
れ
て
い
た
﹁
第
十
一

回
村
野
藤
吾
建
築
設
計
図
面
展
﹂︵
二
〇
一
二
年

二
～
五
月
開
催
︶
の
調
査
と
打
合
せ
が
目
的
だ
っ

た
。
こ
の
建
物
は
、
地
元
出
身
の
実
業
家
・
渡
辺

祐
策
の
没
後
、そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、

関
連
会
社
七
社
の
寄
附
に
よ
っ
て
直
営
で
建
設
さ

れ
、
竣
工
後
に
宇
部
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

竣
工
し
た
市
民
館
は
さ
ぞ
か
し
清
新
な
印
象
を

与
え
た
に
違
い
な
い
。
当
時
出
版
さ
れ
た
﹃
渡
辺

翁
記
念
会
館
図
集
﹄︵
国
際
建
築
協
会
一
九
三
七

年
︶
に
は
、﹁
本
建
築
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

タ
イ
プ
に
し
て
、
自
由
模
作
に
よ
っ
て
出
来
上

が
っ
た
曲
線
流
暢
な
る
飛
行
機
型
の
平
面
を
有

し
、
骨
格
豪
壮
、
容
姿
端
麗
の
堂
々
た
る
殿
堂
﹂

で
あ
り
、
村
野
が
﹁
欧
米
に
渡
り
て
考
究
見
聞
せ

ら
れ
し
近
代
建
築
の
精
神
を
広
く
蒐
集
し
て
以
て

豊
富
な
経
験
に
よ
り
氏
独
特
の
技
巧
を
見
せ
た
会

心
の
作
で
あ
る
﹂
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

﹃
新
建
築
﹄︵
一
九
三
七
年
六
月
号
︶
に
は
、
公
立

で
は
な
く
、
企
業
か
ら
の
寄
贈
と
い
う
建
設
の
経

緯
と
設
計
者
・
村
野
の
思
い
が
働
い
た
結
果
な
の

だ
ろ
う
か
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
﹁
市
民
﹂
を

入
れ
た
、﹁
宇
部
市
民
館
﹂
と
い
う
建
物
名
で
発

表
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
時
あ
た
か
も
日
中
戦
争
の
直
前
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
市
民
館
は
、
そ
の
後
の
宇
部

市
を
襲
っ
た
過
酷
な
運
命
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な

る
。﹃
宇
部
地
方
史
研
究
﹄︵
第
三
七
・
三
八
合
併
号
、

二
〇
一
〇
年
︶
に
掲
載
さ
れ
た
市
民
の
証
言
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
態
だ
っ
た
。

　

終
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
七
月
、
宇
部
市
は
、

﹁
米
軍
の
空
襲
で
工
場
地
帯
は
爆
弾
攻
撃
を
受
け
、

中
心
市
街
地
に
は
焼
夷
弾
の
投
下
で
市
役
所
、
警

察
、
百
貨
店
を
は
じ
め
多
く
の
民
家
が
焼
失
し
、

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
﹂。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と

に
、
市
民
館
は
外
観
が
﹁
大
き
く
傷
つ
い
た
﹂
も

の
の
難
を
逃
れ
た
。
そ
し
て
、﹁
周
囲
一
面
焼
野

原
の
中
、堂
々
と
そ
び
え
建
っ
て
い
る
﹂
そ
の
﹁
威

容
﹂
は
、﹁
実
に
頼
も
し
く
、
敗
戦
で
虚
脱
状
態

の
市
民
を
大
い
に
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
﹂と
い
う
。

戦
後
は
、
村
野
の
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
村
野
事

務
所
に
よ
っ
て
改
修
と
増
築
工
事
が
繰
り
返
し
施

さ
れ
な
が
ら
も
、
原
型
を
良
く
保
ち
、
今
も
独
特

な
存
在
感
を
放
っ
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
村
野
の
建
築
と
し
て
は

初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
市
民
館
に
つ
い
て

も
四
十
九
点
の
図
面
が
新
た
に
見
つ
か
り
、
設
計

の
プ
ロ
セ
ス
を
推
測
で
き
る
発
見
が
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
﹁
国
際
連
盟
会

館
コ
ン
ペ
案
﹂
や
、
大
型
客
船
の
造
形
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
し
か
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

試
み
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
初
期
案
で

は
正
面
に
置
か
れ
て
い
た
車
寄
せ
を
建
物
の
側
面

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
物
の
前
面
に

内
部
と
フ
ラ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
人
間
の
た
め
の
広

場
を
設
け
た
こ
と
、
そ
し
て
、
水
平
連
続
窓
を
も

つ
自
立
す
る
曲
面
状
の
壁
を
建
物
の
正
面
に
建

て
、
間
に
階
段
を
収
め
つ
つ
、
ロ
ビ
ー
空
間
と
分

節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
快
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

外
観
を
実
現
し
た
こ
と
な
ど
、
村
野
の
構
成
的
で

自
在
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
が
見
え
て
き
た
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
の
は
、
宇
部
は
村
野
藤
吾
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
意
味
を
も
つ
工
業
都
市
で
あ
り
、
宇
部
に

よ
っ
て
村
野
が
私
た
ち
の
知
る
建
築
家
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
村
野
は
、
こ

の
市
民
館
で
得
た
成
功
と
信
頼
を
き
っ
か
け
に
、

宇
部
の
建
築
を
継
続
的
に
手
が
け
て
い
く
。
し
か

し
、
戦
時
下
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
工
場

や
関
連
施
設
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
空
襲

で
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
。
そ
ん
な
工
場
建
築
の

仕
事
を
前
に
、
村
野
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
設
計

を
進
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
晩
年
に
、
市
民
館
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
村
野
は
、
そ
の
最

後
に
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
残
し
て
い
る
。

　
﹁
い
や
昔
か
ら
私
は
、工
場
な
ん
て﹃
美
術
建
築
﹄

だ
と
い
う
ん
で
す
よ
。﹃
美
術
建
築
﹄
と
い
う
こ

と
は
そ
こ
に
人
間
が
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
間
が
い
る
以
上
は﹃
美
術
建
築
﹄で
な
き
ゃ

い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
な
に
も
﹃
美
術
建

築
﹄
だ
か
ら
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
工
場
だ
か
ら
き
た
な
く
し
て
い
い
と
い
う
考

え
に
対
し
て
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
、
と
い
い

た
か
っ
た
。私
も
工
場
生
活
を
知
っ
て
い
る
か
ら
。

八
幡
製
鉄
に
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ど

ん
な
に
工
場
生
活
が
苦
し
い
か
が
わ
か
る
。
人
間

不
在
で
す
か
ら
ね
え
、
あ
ん
な
の
は
。
間
違
い
で

す
よ
。
し
か
し
今
日
は
逆
に
な
っ
て
き
た
。
私
の

い
っ
た
通
り
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
人
間
が
い

る
か
ら
、
そ
こ
で
労
働
す
る
か
ら
そ
れ
は
、﹃
美

術
建
築
﹄
と
い
う
考
え
で
や
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
ね
え
。﹂︵﹁
村
野
藤
吾
氏
に
聞
く
︱
宇
部
市
民

館
の
こ
と
な
ど
﹂
聞
き
手
：
長
谷
川
堯
﹃SPA

CE 
M

O
D

U
LA

T
O

R

﹄N
o.52 

一
九
七
八
年
旭
硝
子
︶

　

建
築
を
学
ぶ
前
の
村
野
に
は
、
福
岡
県
立
小
倉

工
業
高
校
機
械
科
を
卒
業
後
、
八
幡
製
鉄
に
技
術

工
と
し
て
務
め
た
経
験
が
あ
っ
た
。
宇
部
で
設
計

を
進
め
る
中
、人
間
が
そ
こ
で
働
い
て
い
る
以
上
、

し
か
も
苦
し
い
生
活
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
工
場
も

美
術
建
築
な
の
だ
、
と
の
思
い
を
強
く
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
同
時
に
、
硬
質
な
素
材
感
と
鈍

い
暗
褐
色
の
色
彩
を
も
つ
工
場
建
築
の
独
特
な
姿

に
も
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
宇
部
の

工
場
建
築
は
、
村
野
に
と
っ
て
、
自
ら
が
求
め
る

建
築
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
根
拠
地
に
な
っ

て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
宇
部
市
民
館
は
、
そ
の

出
発
点
に
あ
っ
た
村
野
の
矜
持
を
今
に
伝
え
る
記

念
碑
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

松
隈
　
洋 
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記憶の建築
松隈　洋

宇部市民館　1937 年
村野藤吾の記念碑的な出発点

2 階から見た客席　照明の描く光が美しい

建物正面に設けられた人間のための広場



　東日本大震災の被災者のための応急仮設住宅が
建設されて 1 年が経過した。被災地のひとつ福島
県では、木造の仮設住宅建設に積極的に取り組
み、6000 戸（1 次公募 5000 戸、2 次 1000 戸、公
募県内の仮設住宅全体の 37%）の木造仮設住宅
を建設供給した。この木造仮設住宅建設の意義と
しては、地域の木材と大工等の職人の活用、木質
環境による環境負荷の軽減、被災者の生活様式へ
の適合、使用後の復興住宅への転用と再利用の 4
点があげられる。いずれも従来のプレハブの仮設
住宅に欠けていた側面であり、地域による地域の
ための仮設住宅造りの取り組みということができ
る。この仮設住宅に入居が始まったのは昨年の 8
月で、1 年を経過した今、その取り組みの目的は
どこまで達成されたのか、あるいは残された課題
は何かについての検証が必要である。福島県で板
倉構法による仮設住宅の建設に取り組んだ立場か
ら、それらの点について考えてみたい。

地域の復興につながる木造仮設住宅
　木造仮設住宅は県内の 15 の事業所に公募発注
された。事業所の内訳は建設会社、工務店、大工
組合、地域ビルダー、ログハウスビルダーである。
応募資格は年間 20 戸以上の住宅供給実績があり、
かつ県内に本店のある事業者であった。1 次公募
としては、これらの事業者が平均 300 戸余の仮設
住宅を 3 ヶ月で建設したことになる。仮設住宅の
面積は約 10 坪で一般の住宅の 3 分の 1。それで
も一般住宅 100 棟に相当する建設を短期間で成し
遂げたことになる。この建設需要は地域社会に計
り知れない経済効果をもたらしたことはいうまで
もない。仮設住宅の建設費用はインフラ整備も含
めて 1 戸あたり 500 万円。6000 戸の木造仮設住
宅は 300 億円の経済効果。これは確かに大きいが
それだけではない。木造仮設住宅では 15 の多様
な木造構法の提案が実現された。その内訳は在来
軸組構法、木造パネル構造法、板倉構法、丸太組
構法（ログハウス）であった。地域の建設業と製
材業、木材加工業が連携して多様な木造構法を開
発したのである。これまでも国のモデル事業など
によって、地域木造住宅の開発が進められてきた
が、その開発普及への効果は期待されたほどでは
なかった。その意味で、福島県での木造仮設住宅
の建設は、これからの復興住宅建設に向けての地
域木造住宅の開発普及の試金石となったといえ
る。木造仮設住宅建設で高い評価を得た福島県は、
その後引き続き復興住宅開発のための公募事業を

実施し、8 つのタイプの地域木造住宅が復興住宅
として選定推奨されている。これは仮設住宅の建
設によって経験を深めた地域の建築設計業、木材
生産業、製材加工業、建設業、住宅設備関連業が
震災復興という大きな目標を共有して、連携を
図った結果である。これが木造仮設住宅建設供給
のもうひとつの成果であり、これからの地域社会
の復興の礎となることは間違いないといえる。

木の空間が被災者を守る
　被災地の多くは東北の農漁村地帯で、ほとんど
が伝統的な木造住宅に暮らし、しかも高齢者の割
合が高い。また福島県では原発事故の復旧にめど
が立たず、避難が長期化することが予測された。
このようなことから、被災者の慣れ親しんだ木造
で仮設を提供し、被災者の精神的負担をできるだ
け軽減することがその目的のひとつであった。板
倉の仮設住宅では、仮設住宅の狭く閉ざされてい
る点を改善するために、大きな屋根をかけて軒を
深め、縁側やデッキを設けて、開放的な間取りを
構成した。また勾配屋根を利用してロフトを設け
て、収納空間を確保した。戸外に開放された仮設
住宅は近所付き合いが円滑に行なわれ、被災者が
孤立化することを防ぐ上で大きな役割を果たして
いる。またロフトは狭く物で溢れた仮設を解消し
て、客を迎えることのできる余裕を与えた。家族
や親戚が訪ねてきてもロフトで泊まることもでき
る。従来のプレハブ仮設と混在している仮設の団
地では、板倉の仮設住宅が近所付き合いの場と
なっている例も少なくない。
　仮設住宅の入居者数は平均 3 人程度で高齢者の
割合が高い。板倉の仮設住宅に入居した高齢者の
感想を尋ねると、自分の家に帰ってきたみたいで
安らぐ。天井が高いので圧迫感がなく狭さを感じ
ない。木造なので棚の取り付けや壁面の利用がし
やすく、使い勝手が良い。このような意見は居住
者の習慣に沿って避難生活を送ることの重要性を
示している。
　室内の居住環境については、四季を通じて温湿
度を計測中である。昨年の夏は入居後間もない時
期であったが、板倉の仮設住宅でクーラーを使用
している例は 1 割程度で、ほとんどがクーラーな
しで、窓を開放して通風によって暑さを凌ぐこと
ができている。東北地方の高齢者がクーラーを使
うことを好まない傾向を考慮しても、プレハブ仮
設ではほぼ 100%使わざるを得ない状況と比べる
とその差は大きい。板倉構法は厚板の調湿効果が

大きく、そのことで体感気温を下げ、クーラーへ
の依存をさけることができる。また軒が深く屋根
裏の気積が大きいことも、室温の上昇を抑えてい
る。大きな屋根をかけることが住宅の基本的性能
を大きく高めているといえる。

　一方、冬期間には太陽高度が下がって縁側から
陽光が室内奥まで差し込み、天気がよければ昼間
の暖房がいらないほど温かい。スギの厚板で構成
される室内は日射による室温の立ち上がりが早い
割には、夕方の室温低下が緩やかである傾向が見
られる。結果として冬の晴天率の高い福島県のい
わき市の板倉の仮設住宅では、冬温かく、備え付
けのエアコンは使わず、こたつと夜間に灯油の
ヒーターですごしている例が多い。単なる断熱性
だけではない、木材の持つ温湿度を安定させる優
れた働きに改めて驚かされる。今後入居後 1 年間
の測定結果の分析によって、このことをより明確
に検証することができる。

増改築で自分の家になる
　仮設住宅では最低限度の広さと設備が用意され
る。その後は入居者自らで改善することができる
ことが望ましい。それが復興の第一歩となること
を願うからである。軒下に縁側やデッキを備えた
ので、それを拠り所に増改築が進むことが予測さ
れた。この縁側の利用法としては、洗濯物や布団
の干場としての利用が圧倒的に多い。天気の良い
日には、軒下の全面に洗濯物が下がり、縁側は布
団で埋められる。また、縁側で茶飲み話をする光
景もよく見られる。特に高齢者は玄関に回らずに
縁側から声を掛け合って互いに行き来している。
格好の近所付き合いの場となっているといえる。
縁側の改造はまずそこによしずをかけることから

始まる。夏に日よけと視線を遮る効果が大きい。
東西の妻壁の前にはあさがおやゴーヤのカーテン
が出来上がる。さらに縁側を前に拡張し、庇をの
ばす改造がいくつか始まり、子供の多い家族では
その遊び場として利用している。
　工事の端材を希望者に分けたことでその材料で
棚や縁台を外回りに設置している例もある。板倉
の仮設住宅は軸組だけでなく壁が板張りなので、
素人でもどこでも簡単に取り付けができる。妻側
は隣との間隔が 3m 前後で、屋根のけらばが 1m
ずつ出ているので、雨があたらない。その隙間に
簡単な屋根をかけると立派な物置や作業場が出来
上がる。外に物置や作業場ができると、庭に手を
かけて菜園や花壇が広がる。こうした改造は建物
本体をいためない限り規制はされていない。隣通
しの了解のもとに工夫している。
　生活環境を自ら改善することは、仮設住宅での
避難生活から立ち上がって能動的に生活を始める
その第一歩である。自らの生活に合わせて必要な
物を整えることが無理なくできれば、不十分な仮
設住宅の改善のみならず、これからの復興に自信
を取り戻すことにつながるのではないか。
　このようにして板倉の仮設住宅は、1 年を経て
木の町としての風景をつくりつつある。10 年単
位での避難生活の長期化が現実になってきた福島
県では、木造仮設住宅については、そのために基
礎等を造り変える対応が必要となってきた。また
その移設の検討も始まった。木造の仮設住宅では
その良好な居住性が評価されたが、今後移築再利
用の点での技術的な課題が検証される。それを経
て初めて、木造の仮設住宅の真価が問われ、これ
からの復興住宅に重要な指針を与えることができ
よう。

テクノロジー Technology

1 年 を 経 過 し た 板 倉 の 仮 設 住 宅
−地域のストックとなる復興住宅を目指して−

安藤邦廣
安藤邦廣
筑波大学芸術系 教授・建築家
NPO木の建築フォラム代表理事
㈳日本茅葺き文化協会代表理事
1948年宮城県生まれ
九州芸術工科大学芸術工学部環境設計
学科卒業
東京大学助手を経て1998年より現職
○著書「小屋と倉」2010・建築資料

研究社／「民家造」2009・学芸出
版社／など

○設計作品　板倉の家の住宅作品など
○受賞　2011.5日本建築学会賞（論文）

⑥小屋組　棟木を掛矢ではめこむ

⑦１寸厚の化粧野地板を棟木、母屋、
桁に直張りする

⑧4寸角のたる木の取り付け

⑨たる木の間に断熱材として茅（スス
キ）を敷き詰める

⑩建て方は朝７時から夜８時まで続け
られた

⑪床は4寸角の大引の上に1寸の本実
板を張る

	 その間に断熱材としてもみ殻を敷
き詰める

⑫上棟式　上棟を喜ぶ大工たち
	 大工90人が屋根にのってもびくと
もしない　その重さ7トン

	 はからずも荷重試験となった

⑤壁パネルの落とし込み
　レッカーを使ってスムーズに建て込
まれる

①床、壁、屋根に用いる1寸厚のスギ
板のストック

	 半年から1年間天然乾燥されたもの
（徳島県那賀川すぎ共販協同組合）

②モルダーで本実に加工されたスギの
厚板材

③建て方は大工5人が1組となって、
流れ作業で行われた

	 5人の大工で2日で1棟の建て方が完
了する

④柱を建てる　柱脚の仕口は長ホゾ差し
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いわきニュータウン全景　弓なりに配置された板倉の仮設住宅群
その先に木造の仮設住宅　正面の高台にはプレハブ仮設住宅が並ぶ

冬は日差しで暖かく、昼はこたつで十分　エアコンは使わない

縁側は茶飲み場　その前につくられた物置と花壇と菜園

2棟の間につくられた物置兼作業場



高殿の家 設計：横関正人／NEO	GEO
施工：ケイ・アイ・エス

敷地は大阪市内の密集した地域に位置する。
クライアントの要望である終の住処として安らぎを与える空間として木
造で計画した。準防火地域に指定されているが、木造であることを感じ
させない外観とするために金属板で覆い防火性能を高めた。外壁にはラ
インジンクを玄関にはコールテン鋼を使用し、内部に入ると一変して木
造を感じさせるように木の無垢材や左官などを使用し経年変化により深
みを増すように配慮した。プラン的には２つの中庭を配置し光や風を取
込み公私を分ける空間としている。また緑やビオトープのある中庭とし
て四季を感じる庭となっている。

所 在 地：大阪市旭区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2012.6
構造規模：木造
　　　　　地上 2階建
敷地面積：	224.96㎡
建築面積：151.50㎡
延床面積：210.33㎡
写　　真：絹巻　豊

柊木の家 設計：木原千利設計工房
施工：SEEDS・CASA

敷地は建蔽率30％、南面道路とは1ｍ程度の高低差がある。
まず、道路に面した南に車庫をとり、その上に和室を設けた。中庭をはさんで居間、
食堂と日常的な生活空間としている。中庭の空間を設けた事で近隣の視線を気に
せず、居間はガラス張りとし、庭と一体感をもたせる事が出来た。開放感のある眺
めの良さと移ろいを肌で感じ、日々 刻々の変化は生活に潤いをもたらす事と思う。
和室は茶室ではないが、茶の湯の要素をとり入れ、生活を遊び心で楽しむ趣向と
した。中庭から飛び石を伝い露地の風情を味わう仕掛け、腰掛待合風の仕掛け、
にじり口をくぐる仕掛け、窓の仕掛け等である。花鳥風月を身近な友として暮らせる
飽きのこない住宅である。

所 在 地：奈良市
用　　途：住宅
竣　　工：2009.8
構造規模：木造一部RC造
　　　　　地下1階	地上2階建
敷地面積：404.40㎡
建築面積：121.00㎡
延床面積：206.16㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介



風災害フォーラム「強風災害の変遷と教訓」
〜北関東竜巻の衝撃

（一社）日本風工学会では2011年に「強風
災害の変遷と教訓」を出版し、これまでの強
風被害の特徴と被害低減の取り組みをまとめ
ました。今回、この出版物をテキストとして、各
分野の専門家が強風被害を分かり易く解説
する風災害フォーラムを大阪で開催します。
主催　（一社）日本風工学会
日時　10月10日（水）　13：00～17：00
会場　大阪市立大学文化交流センター
　　　大阪市北区梅田1-2-2-600
　　　大阪駅前第2ビル6階
講師　九州大学	前田潤滋教授はじめ14名
定員　100名（先着事前申し込み制）
参加費　4,000円（テキスト代、前払い制：当日
　　　　　　　　	テキストをお渡しします）
申込　日本風工学会風災害研究会
　　　幹事　野田稔
　　　（徳島大学大学院ソシオテクノサイエン
　　　		ス研究部エコシステムデザイン部門）
　　　Tel/Fax.088-656-7323
　　　E-mail:wind_disaster@jawe.jp

京都国立近代美術館
KATAGAMI Style展

布地に柄を染めるために使われる「型紙」
が、19 世紀後半に欧米に渡り、アーツ・
アンド・クラフツやアール・ヌーヴォーと
いった当時の芸術に与えた影響を、国内外
約 70 ヶ所から集めた 400 点以上もの作
品で紹介する、日本初の展覧会です。
会期　開催中～8月19日（日）
開催時間　9：30～17：00（金曜と8/16は20
　　　　　時まで。入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（但し、8/13は開館）
観覧料　一般1,400円
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111
http://katagami.exhn.jp

東洋陶磁美術館
開館30周年記念企画展

「白磁を飾る青―朝鮮時代の青花」

500余年の長きにわたる朝鮮王朝時代に製
作された「青花白磁」約40点をもとに、
同時代の漆器なども合わせて展示し、独自
の美を創出し発展を遂げた「青花」の魅力
を紹介します。さらに、本展に併せて、館
蔵品の平常展においても数多くの青花を展
示します。
会期　8月4日（土）～10月14日（日）
時間　9：30～17：00（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（9/17、10/8は開館）、　　
　　　　9/18、10/9
観覧料　一般600円
会場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　大阪市北区中之島1-1-26
問合　Tel.06-6223-0055
　　　http://www.moco.or.jp

べきポイントを効率よくマスターしましょう。
日時　8月29日（水）　18：00～20：00
会場　㈳大阪府建築士会
講師　中川徹（元・清水建設）
定員　40名（先着順）
受講料　一般2,000円
テキスト		『現場直伝!躯体工事の100ポイント』
　　　　※当日販売特価@2,000円
申込・問合　㈳日本建築協会
　　　　　	Tel.06-6946-6981　　
　　　　　	E-mail:jigyoka@aaj.or.jp
詳細&申込方法は、http://www.aaj.or.jpを
ご覧下さい。

近代建築探訪

明治以降に建てられた近代建築や建造物を
幻燈（スライド）で学び、現地探訪等もふ
くめて建築の立場から近代日本の歴史を探
る講座です。
期間　9月～12月（計8回）
曜日　第2、第4火曜日
時間　13：30～15：00
会場　薬業年金会館
講師　柴田正己（明治建築研究会代表）
定員　約30名
受講料　12,000円（8回）
※現地探訪の交通費等は別途実費負担
問合・申込　総合企画	澪標
　　　　　		Tel.06-6944-0869

自立循環型住宅設計講習会
準寒冷地版（大阪開催）

主催　（一財）建築環境・省エネルギー機構
日時　9月12日（水）　10：00～18：00
会場　大阪国際会議場1202
　　　大阪市北区中之島5-3-51
講師　自立循環型住宅開発委員会第3フェー
　　　ズの研究に係わった、国・公共の研究
　　　機関・大学の先生の有識者など。
受講料　12,000円（テキスト代含）
定員　80名
問合・申込　（一財）建築環境・省エネルギー機構
　　　　　		Tel.03-3222-6946

講習会「コンクリート充填鋼管構造
設計ガイドブック」（大阪開催）

本講習会はコンクリート充填鋼管構造設計
ガイドブックの内容について説明を行います。
日時　１０月５日（金）　13：00～17：00
会場　大阪科学技術センター4階401号室
　　　大阪市西区靱本町1-8-4	
定員　130名
受講料　大阪士会会員10,000円（テキスト代含）
問合　㈳日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538
　　　http://www.aij.or.jp/

　　　（宝くじ売り場御堂筋沿い）
定員　40名
参加費　シニアサロン会員2,500円
　　　　会員3,000円　会員外3,500円
　　　　（入館料、ピザ代含む）
懇親会　会場未定（梅田界隈）、
　　　　費用は３,000円程度

昭和初期の電鉄会社によるまち
づくり第5回／阪神電気鉄道
10/4　CPD2単位

阪神電気鉄道の沿線住宅地の開発やまちづ
くりについて、これまでの事業のあゆみととも
に、写真や各種資料を交えながら紹介します。
日時　10月4日（木）　18：30～20：30
場所　大阪府建築士会内会議室
テーマ　「阪神電鉄の沿線開発について」
講師　坂井一弘（阪神電気鉄道㈱不動産
　　　　　　　事業本部開発営業室課長）
定員　30名　　会費　500円（資料代等）
※参加申込をされた方は、勉強会当日直接
　お越しください。

第8回海外研修旅行
「南イタリア〜地中海文化と世界
遺産都市を巡る」
11/1〜11/9

イタリアの南部の特徴的な各都市を巡ります。
日程　11月1日深夜発～11月9日帰り
　　　（6泊9日）
行先　ナポリ・ポンペイ・ポジターノ･アマ
　　　ルフイ・レッチエ・アルベロベッロ・
　　　マテーラ・ローマ等
参加費　10人以上の場合　300,000円
　　　　20人以上の場合　240,000円

（全食事・専用バス代・日本からの添乗
員・現地ガイド代は含みます。飛行機はエ
ミレーツ航空使用予定。別途燃油サー
チャージ・空港諸費用54,000円余必要）

最少催行人員　10名
締切　8月31日（但し場合により早めに締
　　　　　　　	切る可能性あり）
申込　事務局に申込書とパスポートコピー	
　　　をお送り下さい。
詳細は別紙パンフレット（申込書付）をご覧下さい。

事務局からのお知らせ

□事務局夏季休暇のお知らせ
8月13日（月）～15日（水）は休ませていた
だきます。
□ 2012 年版会員名簿の掲載事項について
9月刊行予定の会員名簿につきましては、
掲載事項が①氏名②勤務先名③勤務先住
所・電話・Fax ④建築士級別（正会員のみ）
となっております。つきましては、
Ａ．氏名以外（②～④）を掲載しない。
Ｂ．連絡先が自宅のみのため、③に自宅の
連絡先を掲載する。
のいずれかを希望される場合は、8月 17
日（金）までに Fax または郵便にて事務局
までご連絡をお願いいたします（既にご連

大阪ガス  住宅設計アワード 2012
―「ガスのある環境にやさしい住まい」―

主催　大阪ガス㈱
本アワードは、「ガスのある環境にやさしい
住まい」をテーマに、関西圏で住宅設計に携
わる方を対象に、建築作品の発表機会や賞
賛の場を設けて募集します。
応募資格　近畿2府4県に所在する建築設	
　　　　　計事務所の住宅作品設計者
　　　　　（個人・法人問わず、応募数上限
　　　　　なし。何点でも可）
対象作品　2007年1月1日～2012年8月31

日の期間に日本国内で完成した
新築・リフォーム住宅（戸建・集
合住宅いずれも可）エネルギーに
「都市ガス」または「LPガス（プ
ロパンガス）」ご使用の住宅。

※新築の建物完成日は竣工検査済証日付とする。
表彰　　　最優秀賞50万円（1名）
　　　　　優秀賞20万円（1名）
　　　　　佳作10万円（2名）
　　　　　特別賞5万円（5名）
応募期間　6月28日(木)～9月10日（月）
　　　　　※当日必着24時まで
問合　大阪ガスグループ内
　　　関西ビジネスインフォメーション㈱	
　　　「大阪ガス住宅設計アワード事務局」
　　　Tel.0120-060-218（平日10時～17時）
　　　http://www.gas-housingdesign.jp/

第24回「住宅メンテナンス診断
士講習会」

「住宅点検メンテナンス講習と資格認定試験」

主催　NPO法人住宅長期保証支援センター
日時　8月29日（水）		9：25～18：05（予定）
受付　9：00開始
会場　大阪府社会福祉会館5階ホール
　　　大阪市中央区谷町7-4-15
定員　100名（先着順受付、定員に達し次第締切）
参加費　一般28,350円(税込)
申込締切　8月22日（水）
問合　NPO法人住宅長期保証支援センター
　　　講習会担当
Tel.06-6941-8336
E-mail:info@hws.or.jp
http://www.hws.or.jp

第35回<プロのノウハウ>講座
『現場直伝!躯体工事の100ポイント』

今どきの建設工事現場は忙しい !
どこも少数配員で、若手技術者は品質をじっ
くりチェックして学習する余裕もないのが実
情です。長年にわたり現場指導を行ってきた
著者によるわかりやすい解説で、知っておく

絡をいただいている場合は不要です）。
□ホームページへの会員名簿掲載事項につ
いて
①氏名②建築士級別（正会員のみ）③
CPD・専攻建築士登録をホームページに
掲載する予定としております。
ホームページへの掲載に支障がございました
ら、8月17日（金）までに Faxまたは郵便
にて事務局までご連絡をお願いいたします。

平成24年度建設リサイクル法説明会
（第 1 回）

主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設リ
　　　サイクル部会（大阪府と建築主事を
　　　置く府内 17市で構成）
「建設工事に係る資材の再資源化等に関す
る法律（建設リサイクル法）」のほか、建
築物等の解体等作業に伴うアスベスト関係
法令等に関する説明会を開催します。
日時　8月21日（火）　13：30～16：30
　　　（受付開始13：00）
会場　大阪府庁新別館北館4階多目的ホール
定員　328名　
内容　　
⑴建設リサイクル法の概要と建設リサイク
　ル法の届出・分別解体等に関すること
⑵建設廃棄物の適正処理と再資源化について
⑶なにわエコ良品（大阪府認定リサイクル
　製品）について
⑷業務用冷凍空調機器を廃棄する際のフロ
　ンの回収について
⑸労働安全衛生法石綿障害予防規則について
⑹大気汚染防止法及び大阪府生活環境の保
　全等に関する条例について（建築物等の
　解体等工事における石綿（アスベスト）
　飛散防止対策）
⑺PCB廃棄物等の適正管理について
参加費　無料
申込期間　7月3日（火）～8月15日（水）
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線 4320）
　　　http://www.pref.osaka.jp/kenshi_
　　　shinsa/recycle_index/index.html

　　ご持参ください。
　◇記載の注意事項を厳守して下さい。

建築士のためのお茶会勉強会
8/28・29

建築士の礼儀作法のひとつとして、お茶の作
法を学ぶため毎月開催している勉強会です。
日時　8月28日、8月29日
　　　18：30～20：30頃まで
　　　（原則毎月第3水曜日及び第4火曜日
　　　		ただし今月は第3→第5水曜に振替）
場所　よみうり天満橋文化センター
費用　年会費6,000円+1回2,500円
　　　（年会費はキャンセル時の水屋料な
　　　どのため。但し途中入会の場合の年
　　　会費は年度末までの月数× 500 円
　　　となります。）
先生　藤井宗煕（そうき）先生
問合　本会事務局

60周年記念事業
地震を知って震災に備える
9/1　CPD2単位　

防災の日に地球規模での地震学に基づいた
お話をお伺いします。近い将来発生が予測
される巨大地震に備えるために今、建築士
として何ができるのか、何をしなければな
らないか、地球規模での視点に立ち日本列
島が世界的にも珍しい条件を備えた場所で
あるという事を再認識し、さまざまな視点
から日本列島の変動帯としての特徴を今一
度ふり返ってその答えを探っていきます。
市民の方も貴重なお話を聞くことができる
と思いますので、多数ご紹介の上、是非お
越しください。
震災に備えるアイデア「記憶の継承」
作品展同時開催
日時　9月1日（土）　14：00～16：00
　　　（開場13：00）　
場所　大阪	ユビキタス協創広場CANVAS
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2
講師　尾池　和夫　
　　　日本ジオパーク委員会委員長
　　　前京都大学総長　理学博士
定員　150名　　参加費　500円
※参加申込をされた方は、講演会当日直接
　お越しください。

シニアサロン第45回例会
「ヴォ－リズの六甲山荘を見る」
9/20　CPD2単位（予定）

今回はヴォーリズの六甲山荘、ホールオブ
ホールズ（オルゴール博物館）、六甲ケー
ブル山上駅等を見学します。交通手段は観
光バスで梅田集合、梅田解散です。
現地での歩行距離を少なくするため、極力
バス移動を考えています。六甲山荘では石
焼ピザを賞味します。
解散後懇親会を予定しています。
日時　9月19日（水）　11：00出発
集合　大阪梅田第4ビル前

二級建築士　受験対策講習会
設計製図模擬テストⅠ、Ⅱ　8/26、9/2

設計製図模擬テストⅠ、Ⅱ
　日程　Ⅰ：8月26日（日）、Ⅱ：9月2日（日）
　時間　9：30～16：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　各回25名（申込先着順）
　受講料　各回とも建築士会会員（準会員）
　　　　　13,000円　一般15,000円
　問合　本会事務局
申込・詳細　http：//www.aba-osakafu.or.jp/
　　　　　		examination/index2.html

一級建築士　受験対策講習会
設計製図 課題解説+エスキースコース  8/26
設計製図 模擬テストⅠ〜Ⅲ　9/22、9/29、10/6

設計製図	課題解説+エスキースコース
　日程　8月26日（日）
　時間　9：00～12：00	課題解説
　　　　13：00～17：00	エスキース
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　40名（申込先着順）
　受講料　会員10,000円、一般12,000円
設計製図	模擬テストⅠ～Ⅲ
　日程　Ⅰ：	9月22日（土）、Ⅱ：9月29日（土）、
　　　　Ⅲ：10月6日（土）
　時間　9：00～15：30（製図実習）
　　　　16：30～18：30（図面講評）
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　各回40名（申込先着順）
　受講料　各回とも会員・準会員		 12,000円
　　　　　一般15,000円
※複数コースセット受講の場合、割引があります。
　詳細は本会HP申込ページでご確認下さい。
問合　本会事務局
詳細　http：//www.aba-osakafu.or.jp/　　
　　　examination/index.html

平成24年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《一般診断法講習》
8/21・9/25・10/23・11/27・12/18
CPD5単位

日程　8月21日（火）、9月25日（火）、
　　　10月23日（火）、11月27日（火）、
　　　12月18日（火）
時間　11：00～16：30
会場　大阪YMCA国際文化センター
定員　いずれも200名（先着順かつ希望順
　　　の申込受付・定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,000円（2012年改訂版木造
　　　　　　住宅の耐震診断と補強方法）

建築士法にもとづく「建築技術講習会」
平成24年度 第3回〜コンクリート〜　
7/20　CPD3 単位［統括］

	
建築士法第 22条の 4第 5項に基づき、平
成 24年度第 3回目の建築技術講習会を実
施します。本講習会は年6回のシリーズで、
効率よく広範囲の学習をしていただけるよ
う、各回の内容が異なります。
日時　9月28日（金）　13：30～16：15
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
内容　・RC造ひび割れの原因と対策
　　　・RC構造の高さへの挑戦
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　会員3,000円　一般5,000円
　　　　（テキスト代含）

60周年記念事業
第10回神戸ウオーカー
〜小野・浄土寺を見る〜
8/18　CPD6単位（予定）

今回は今までのウオーカーとは違いバスでの移
動になります。少し足の便が悪い場所ですが、
貸切バスで問題は解消。国宝の浄土堂は天
竺様の堂宇としては国内唯一のものです。他
にも重要文化財の八幡神社も拝観します。
日時　8月18日　9：30～受付		10：00出発
集合　大阪梅田近辺（決定次第連絡）
参加費　5,200円（昼食･入場料･バス代･資
　　　　　　　　	料代・保険代を含む）
定員　先着50人
行先　キリンビアパーク神戸見学～浄土寺
　　　～好古館（旧小野小学校講堂）
コーディネーター　森田茂夫（本会理事）
※昼食はキリンビアパークレクトランにて。
　工場内のビオトープも見学予定。

実践コミュニケーションセミナー
〜対話の可視化の方法〜
8/26　CPD3単位

若手建築士、建築を学ぶ学生を主な対象に、
コミュニケーション能力を向上させるセミ
ナーを行います。
講師には、コミュニケーション研究・教育工
学がご専門の牧野由香里教授（関西大学）
をお迎えし、ミニ講義とグループワークを通
じて、対話を可視化する論理モデル『十字モ
デル』について、その理論的背景から実践
での応用までを、楽しく徹底的に学びます。
　①自分の考えをハッキリ伝えられる。
　②相手の話がスッキリ理解できる。
対話の可視化には以上 2点のほか、様々
な利点が考えられます。
日時　8月26日（日）　13：30～17：00　　
　　　（13：00より受付開始）
場所　大阪府建築士会会議室
参加費　会員1,000円、学生会員500円、
　　　　一般1,500円
定員　25名（申し込み先着順）
※参加費には体験材料代を含みます。
※参加証について
　◇申込書を参加証とします。当日会場に

7月１日より本会ホームページが新しく生まれ変わりました。この建築人のINFORMATION情報も本会ホームページに掲載され、ホームページ
からも参加申し込みができるようになりました。（一部の催し企画を除く）　是非、本会ホームページへアクセスをしてみてください。

【大阪府建築士会ホームページ】　http://www.aba-osakafu.or.jp/
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Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加申込方法
FAX・メール・郵送で、催し名、
参加者名、会員No、勤務先、参
加証送付先住所、同電話 &FAX
番号（自宅又は勤務先）を明記
の上、事務局までお送り下さい。
問合・申込
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17
TEL.06-6947-1961	FAX.06-6943-7103

メール	info@aba-osakafu.or.jp
HP	http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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文
責　

本
会
事
務
局

日
時
＝
七
月
十
八
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所
＝
本
会
会
議
室

出
席
＝
理
事
四
八
名
︵
委
任
六
名
︶、
監
事
二
名

　
　
　

名
誉
会
長
、
顧
問
、
相
談
役
他
９
名

︵
１
︶入
退
会
の
承
認

入
退
会
承
認
時
に
記
載
さ
れ
て
い
る
退
会
者
に
つ
い

て
、理
事・事
務
局
か
ら
撤
回
を
促
す
努
力
を
す
る
。

︵
２
︶会
計
報
告

今
年
は
木
造
耐
震
講
習
会
に
よ
る
参
加
者
増
が
期

待
さ
れ
る
が
、全
体
と
し
て
減
収
傾
向
は
否
め
な
い
の

で
、引
き
続
き
委
員
会
活
動
及
び
管
理
費
等
に
お
い

て
支
出
減
に
努
め
る
。

︵
３
︶新
組
織
体
制
の
再
確
認

会
長
方
針
と
し
て
、公
益
移
行
を
機
に
委
員
会
構
成

等
を
白
紙
か
ら
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、理
事・委

員
各
位
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。特
に
研
究
会・同
好
会

等
の
所
在
が
明
確
で
な
い
。あ
ら
た
め
て
旧
研
究
会
等

の
必
要
性
に
つ
い
て
期
限
を
定
め
て
申
請
書
の
提
出
を

お
願
い
し
、正
副
会
長
会
議
で
諮
る
旨
を
確
認
し
た
。

︵
４
︶Ｈ
Ｐ
等
の
刷
新
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
の
新
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
ボ
タ
ン
に
つ
い
て
、各

委
員
会
か
ら
設
置
の
要
望
を
聞
く
。バ
ナ
ー
ボ
タ
ン
の

必
要
性
等
を
明
記
し
て
情
報
委
員
会
に
提
出
す
る
。

特
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
年
間
を
通
じ

て
必
要
性
が
確
立
し
て
い
る﹁
Ｃ
Ｐ
Ｄ・専
攻
﹂﹁
建
築

表
彰
﹂﹁
耐
震
診
断・改
修
講
習
会
﹂に
つ
い
て
は
も
れ

な
く
設
置
を
お
願
い
す
る
。

︵
５
︶大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
の
隔
年
実
施

健
全
財
政
へ
の
方
策
の一環
と
し
て
、本
会
が
単
独
主
催

す
る
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
を
抜
本
的
に
見
直
す
。開
催
を

隔
年
と
し
作
品
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
な
い
、審
査
員
を
７
名

か
ら
５
名
に
減
数
、応
募
は
オ
ー
プ
ン
化
し
て
応
募
料

に
会
員
と
一
般
の
格
差
を
設
け
る
。約
一
六
〇
万
円
／

年
の
節
減
と
な
る
趣
旨
を
説
明
し
、承
認
さ
れ
た
。
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監修　　社団法人大阪府建築士会　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　橋本頼幸

　　　　　　　　　　牧野高尚

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
︶

　
　

建
物
の
デ
ザ
イ
ン

文　

橋
本
頼
幸

　

先
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
﹁
建
築
相
談
﹂

コ
ー
ナ
ー
は
、
建
築
相
談
室
で
受
け
た
相
談
内
容

や
相
談
員
が
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
建
築
相
談
員
が

順
番
に
話
題
提
供
し
ま
す
。
第
二
回
は
竹
田
敦
子

さ
ん
に
話
題
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
に
優
れ
て
い
て
も
住
み
に
く
い
家
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
依
頼
者
・
建
築
主
に
問
題

点
な
ど
を
説
明
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
進
め
て
い

く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。
自
然
素
材
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
選
び
方
の
注
意
点
や
経
年
変
化
な
ど
気
を

つ
け
て
説
明
を
し
、理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、

構
造
に
つ
い
て
な
ど
は
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な
い

事
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
設
計
に
対
す
る
思
い
が
強
す
ぎ
、
デ

ザ
イ
ン
や
流
行
に
走
っ
て
自
分
に
都
合
の
良
い
よ

う
に
建
築
主
に
説
明
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
相
談
事
例
を
挙
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
︶
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
た
い
。

二
︶
光
熱
費
の
改
善
を
し
た
い
。
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↑屋根裏がほとんど無く屋根直下が暑くなった
梁スパンが大きくたわみが生じ排水勾配が変わった↓
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大阪富国生命ビル　清水建設

　都市再生特別地区制度の活用における本プロジェクトの特
徴は、地下街ネットワークの活性化や防災拠点としてのアトリウ
ム「フコク生命（いのち）の森」の創設、賑わい・教育・文化・芸
術振興を目的とする関西3大学（大阪大学・京都造形芸術大
学・学校法人立命館）との産学連携施設創設のほか、国際的
に開かれたデザイナー選定プロセスによるフランス人建築家ド
ミニク・ペロー氏の選定などにより構成される。
　形態上の大きな特徴である末広がりな低層部は、外壁ライン
を近隣の建物に揃えるなど、周辺環境の地形に共鳴し、動きを
持ちながらも周囲と調和している。この建物のシルエットは森林
の大樹の形態に相似しており地面に近付くにつれて、樹皮のよ
うに大きな鱗状の彫刻を施した様相を示し、いくつもの鏡が、
空や周辺環境のさまざまな色をファサードに取り込むために象
眼され、頂部よりも足元を強調している。人が触れ合う場所、低
層部に建物の存在感、魅力、ランドマークとしての特質を持って
くることは、ジェネラルまたはヒューマンな考え方である。
　末広がりな低層部は、内部にアトリウムを包含する。この自
然光で満たされる内部空間は、地下街、地下鉄、地上のロビー、
周囲の店舗、低層部の大学などを行き交う人びとの広場とな
る。このアトリウムには、フォレストウォールと呼ぶ垂直な自然
の要素を挿入した。これは見る角度や距離によって見え方が
違ったり、太陽光の変化によって多様な表情を持つ。

撮影：古明地賢一

所 在 地：大阪市北区小松原町2-4
用　　途：事務所・商業施設・学校
構造規模：S造（一部SRC造）
 地下4階・地上28階
敷地面積：3,889.06㎡
延床面積：68,491.19㎡

■建物データ
建 築 主：富国生命保険相互会社
設　　計：清水建設株式会社
デザインアーキテクト：ドミニク・ペロー・
 　　　　アーキテクチュール
施　　工：清水建設株式会社


